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1． 前年比 3％台の高めの伸び 

5 月 17 日に日本銀行から発表された企業物価指数によると、21 年 4 月の国内企業物価は前年比

3.6％（3 月：同 1.2％）と 2 ヵ月連続の前年比プラスとなった。事前の市場予想（QUICK 集計：

前年比 3.1％、当社予想は同 3.3％）を大幅に上回る結果となった。 

3 月から伸びを大幅に高めたが、これは 20 年 4 月に新型コロナウイルスの影響で大きく下落し

ていた（前年比▲2.5％、消費増税の影響を除くと同▲3.9％）反動が出たことによる部分が大きい。

内訳をみると、原油価格の上昇により、石油・石炭製品は前年比 39.3％と、前月（同 9.9％）から

伸びを大幅に高めた。また、世界的な経済活動の持ち直しに伴い銅の国際価格が高値をつけている

ことを受けて、非鉄金属は前年比 35.2％（3 月：同 28.8％）と前年比 2 桁の伸びが続いている。 

国内企業物価は前月比では0.7％（3月：同1.0％）と5ヵ月連続の上昇となった。前月比で内訳

をみると、これまで高い伸びを続けていたガソリン（前月比▲0.2％）、灯油（同▲0.1％）、軽油

（同▲0.3％）などの上昇基調は一服したものの、ナフサ（前月比23.8％）などが高い伸びとなっ

たことを受けて、石油・石炭製品が前月比2.0％（3月：同6.0％）と5ヵ月連続の上昇となった。

また、薬価改定による下押し圧力が働いたものの、原料のナフサ高などによる上昇圧力がそれを

上回り、化学製品は前月比1.5％（3月：同1.4％）となった。そのほか、既往の原油価格の上昇を

受けて電力・都市ガス・水道は同1.5％の上昇となり、非鉄金属（同3.2％）、鉄鋼（同1.5％）など

もプラス寄与となった。 
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2． 輸入物価（前月比）は 6 ヵ月連続のプラス 

21 年 4 月の輸入物価は、契約通貨ベースでは前月比 1.9％（3 月：同 1.7％）と 6 ヵ月連続のプ

ラスとなった。また、21 年 4 月の円相場は前月比 0.5％の円安水準での推移となったことから、円

ベースでは前月比 2.4％（3 月：同 3.8％）と契約通貨ベースを上回る伸びとなった。 

契約通貨ベースで輸入物価の内訳をみ

ると、原油（前月比 5.5％）、液化天然ガ

ス（同 3.7％）、ナフサ（同 7.4％）などが

高い伸びとなったことなどにより、石油・

石炭・天然ガスが前月比 4.3％（3 月：同

2.2％）と 6 ヵ月連続で上昇し、前月から

伸びを高めた。また、生産活動の回復を反

映し、金属・同製品が前月比 3.1％（3 月：

同 2.8％）のプラスとなったほか、飲食料

品・食料用農水産物（同 2.5％）など多く

の項目で前月から上昇した。 

 

 

3． 国内企業物価はさらに伸びを高める見込み 

21 年 4 月の需要段階別指数（国内品＋輸入品）をみると、素原材料が前年比 24.5％（3 月：同

7.5％）、中間財が前年比 5.9％（3 月：同 2.1％）、最終財が前年比 1.9％（3 月：同 1.1％）となっ

た。すべての需要段階で前年比プラスに転じており、川上から川下への価格転嫁が進んでいること

が確認される。ただし、前年（20 年）同

月に新型コロナウイルス感染拡大によっ

て大きく落ち込んだ反動で上振れしやす

くなっていることには注意が必要であ

る。前々年（19 年）4 月と比較すると、

素原材料、中間財、最終財はそれぞれ▲

0.9％、0.1％、▲1.3％となっている。 

また、消費者物価（生鮮食品を除く総

合）と関連性の高い消費財は前年比 2.6％

（3 月：同 1.4％）と高い伸びとなってい

る。 

日本国内では新型コロナウイルスの新規感染者数拡大で緊急事態宣言・まん延防止等重点措置の

対象地域が増えており、経済活動の落ち込みが懸念されるが、世界ではワクチン普及等により米中

を中心に経済活動は正常化に向かっているため、国際商品市況は今後も底堅く推移することが見込

まれる。前年に大きく落ち込んだ反動もあり、国内企業物価は 5 月に前年比 4％台の伸びとなる公

算が大きく、その後も高めの伸びが継続するだろう。 
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